
学校番号 5 学校名

対象 評価項目 重点

企画・推
進

組織の連携 ①②③

①

①

地域との連携 ②③

③

③

地域の連携を充実させ
たキャリア教育の推進

②③

指導体制の充実 ②

①

①

①

②

③

クラブ活動の充実 ①

②③

②③

健康で住みよい学校
づくり

①

資源のリサイクル化
の推進

①

同窓会の充実 ②

教職員と保護者の連携
を深めるＰＴＡ活動の
強化

②

②③

②③

科目選択に対する支
援の充実

教育課
程･科目
選択

同窓会・
ＰＴＡ

生徒の学習・クラブ活動の支援を図り、同窓会事業等が充実できたか

教職員と保護者との関係を密にすることができるＰＴＡ活動を進めることができたか

生徒の進路希望や興味・関心に応える科目選択指導に対して適切な支援ができたか

進路に関連した選択科目を履修できる配置表(時間割)の作成ができたか

保健・
環境整備

図書・
視聴覚

読書週間の内容を充実させることができたか

生徒が主体的に進路を選択すための資料を積極的に収集できたか

学校全体の健康管理を進めることができたか

資源物のリサイクルを全員で進めることができたか

図書館・視聴覚の
運営の充実

生徒会 ボランティア活動や地域行事へ自主的に参加できるよう支援できたか

クラブ活動への参加を促し、クラブ活動を通して心身の育成や充実した学校生活を送れるよう支援でき
たか

キャリア
教育

生徒指導

生徒の自主的活動の企画・運営を援助し、生徒が主体的に活動できるよう支援できたか
また、生徒会最大の行事である文化祭について、10年の節目を迎え更なる改善ができたか生徒会活動の支援

学力の向上

生徒支援の充実

２ 評価項目・評価の観点

豊かな心と広い視野、創造的な姿勢を持ち、主体的に社会貢献できる、心身ともにたくましい人間を育てるために、以下の３点を目指した教育を推進する。

 １　自らの生き方を考えるとともに、思いやりの心と社会規範意識を持ち、時代の変化に対応できる柔軟かつ能動的で個性豊かな人間性の醸成

 ２　自分の興味や適性を認識し、将来の主体的な職業選択の実現に向けて着実に努力していく能力・学力を持つ生徒の育成

 ３　地域の自然や歴史・伝統を理解し、地域の産業や文化の発展に寄与するとともに、広く世界に目を向け、社会の発展に創造的に貢献できる生徒の育成

重点目標（中・長期的目標）

(1) 総合学科として、地域の産業・文化の振興と環境保全に貢献する人材教育をするために、積極的に地域との連携を図り、生徒一人ひとりの意欲と自尊心

　の向上を目指す

(2) キャリア教育を充実させ、生徒の社会的・職業的自立に向け、必要な能力や態度を育てる教育活動を計画的に行い、進路実現を目指す

(3) 安心で安全な学校(環境)づくり体制を構築し、生徒会活動・クラブ活動・課外活動を通じて、生徒の多様性・独自性を尊重し、主体的に生きる力を育むと

　ともに、豊かな情操の形成、社会規範意識の育成および体力の向上を図る

各部署と連携をとりながら、現状の課題、中長期的な課題、将来像の検討、危機管理対策について取り
組むことができたか

情報共有・業務
の効率化

教務

生徒の基本的生活習慣の向上や安心安全な環境維持のための情報を、適切に職員・保護者に提供するシ
ステムの改善・構築・維持管理ができたか

業務の分担や手順を見直し、効率化を図ることができたか

１　学校教育目標・重点目標

平成29年度　長野県中野立志館高等学校　全日制　学校評価

学校教育目標

評価の観点

今年度の重点目標

①　基本的生活習慣を向上させ、安全安心な環境を維持し、いじめや体罰を許さない人権教育を推進する

②　信州の総合学科高校としてのあり方を再検討し、地域の連携を充実させたキャリア教育体制を更に強化する

③　主体的・探求的な学びを推進するため、学力向上を目指した授業改善と生徒の課外活動への支援をする

長野県中野立志館高等学校

身だしなみ、挨拶の励行、時間厳守を重点課題とし、基本的生活習慣と携帯マナー向上への意識の確立
ができたか

人権を尊重する態度、社会規範意識を向上させることができたか

生徒・保護者・担任等からのカウンセリング希望に対して適切かつ迅速に対応できたか

地域や中学生に、立志館だよりやホームページ、学校開放を通じて、総合学科高校としての本校の教育
活動や魅力を伝えることができたか

生徒一人ひとりが基礎学力を定着できるように、学力向上を目指した授業改善をすることができたか

進学希望者の進路実現のため、放課後の学力補充や長期休業を活用して補習や学習合宿が充実して実施
できたか

生徒一人ひとりの社会的・職業的自立に向け「産業社会と人間」をはじめとし、インターンシップや地
域との連携事業の中でキャリア教育が十分に行うことができたか

全職員が一丸となって、作文・小論文指導や面接対策指導を行い、生徒一人ひとりに応じた取組ができ
たか


